
１．人口

表１　世帯と人口の推移

男 女

世帯 人 人 人 人 ％ 人

大正  9.10.1 5,101 30,731 15,127 15,604 - - 6.0

14.10.1 5,295 33,093 16,382 16,711 2,362 7.7 6.2

昭和  5.10.1 5,551 34,761 17,422 17,339 1,668 5.0 6.3

10.10.1 5,730 35,627 17,667 17,960 866 2.5 6.2

15.10.1 5,760 35,751 17,717 18,034 124 0.3 6.2

22.10.1 6,919 42,777 20,698 22,079 7,026 19.7 6.2

25.10.1 6,912 42,513 20,762 21,751 △ 264 △ 0.6 6.2

30.10.1 6,943 41,069 19,795 21,274 △ 1,444 △ 3.4 5.9

35.10.1 7,219 39,057 18,779 20,278 △ 2,012 △ 4.9 5.4

40.10.1 7,320 36,423 17,549 18,874 △ 2,634 △ 6.7 5.0

45.10.1 7,439 34,130 16,476 17,654 △ 2,293 △ 6.3 4.6

50.10.1 7,426 32,670 15,877 16,793 △ 1,460 △ 4.3 4.4

55.10.1 7,532 32,324 15,746 16,578 △ 346 △ 1.1 4.3

60.10.1 7,533 32,204 15,657 16,547 △ 120 △ 0.4 4.3

平成  2.10.1 7,497 31,589 15,284 16,305 △ 615 △ 1.9 4.2

7.10.1 7,574 30,506 14,753 15,753 △ 1,083 △ 3.4 4.0

12.10.1 7,759 29,586 14,252 15,334 △ 920 △ 3.0 3.8

17.10.1 7,818 28,192 13,471 14,721 △ 1,394 △ 4.7 3.6

22.10.1 7,865 26,811 12,846 13,965 △ 1,381 △ 4.9 3.4

27.10.1 7,713 24,684 11,845 12,839 △ 2,127 △ 7.9 3.2

令和  2.10.1 7,579 22,516 10,937 11,579 △ 2,168 △ 8.8 3.0

対前回人口増減
世帯数年　次

Ⅲ　結果の概要

人　　口

総数 実数 率

一世帯
あたり
人口

（以下、「前回調査」という。）に比べ総数で2,168人、率で8.8％の減少となった。

3.0人となっている。

　また、山形県の人口は、前回調査に比べ55,864人少ない1,068,027人で、率で5.0％の減少と

　一世帯当たりの人口は、昭和5年以降減少を続けており、昭和5年の6.3人に比べ3.3人少ない

　本市における人口の推移は、大正9年の第1回国勢調査から増加を続け、昭和22年には42,777

人とピークに達したが、昭和25年以降一貫して減少を続けている。

　令和2年国勢調査による令和2年10月1日現在の人口は22,516人となり、平成27年国勢調査

なった。県内の人口に占める本市の割合は2.1％である。
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２．人口集中地区

  

表２　人口集中地区の推移

人 k㎡ 人/k㎡ ％ ％

昭和 55.10.1 6,911 1.5 4,607

60.10.1 6,473 1.3 4,979

平成  2.10.1 8,108 2.1 3,861

7.10.1 7,900 2.0 3,873

12.10.1 7,259 1.9 3,742

 17.10.1 7,362 2.0 3,663

 22.10.1 7,396 2.1 3,608

 27.10.1 7,275 2.1 3,448

令和  2.10.1 6,958 2.2 3,192

３．男女別人口

25.9

市全域に占める人口集中地区の割合
面　積

20.2

人　口

　一方、市全域に占める人口集中地区の人口の割合は30.9％と前回調査と比べ1.4ポイント

増加し、平成17年より増加傾向が続いている。

　令和2年の人口集中地区の人口は、6,958人で前回調査に比べ317人（4.4％）減少し、人口

密度は3,192人で256人（7.4％）減少している。

年　次

1.1

　令和2年10月1日現在の人口を男女別にみると、男性が10,937人、女性が11,579人で、男性

が女性に比べて642人少なくなっている。人口性比（女性100人に対する男性の数）でみると

94.5％で、前回調査と比べて2.2ポイント高くなっている。これを年齢５階級別にみると、0歳

から44歳までと65歳から74歳までは男性が多く、55歳から64歳までと75歳以上は女性が多い。

27.6

1.0

0.8

25.7

1.1

1.0

1.0

21.4

29.5

面　積

26.1

0.7

人　口
人口密度

1.130.9

24.5

1.1

0

5,000
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図 １ 村 山 市 の 人 口 推 移 女

男
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表３　年齢（５歳階級）男女別人口

男 女 男 女

人 人 人 ％ ％ ％ ％

0 ～ 4 歳 310 269 579 2.8 2.3 2.6 115.2

5 ～ 9 歳 386 348 734 3.5 3.0 3.3 110.9

10 ～ 14 歳 452 428 880 4.1 3.7 3.9 105.6

年 少 人 口 1,148 1,045 2,193 10.5 9.0 9.7 109.9

15 ～ 19 歳 476 461 937 4.4 4.0 4.2 103.3

20 ～ 24 歳 360 302 662 3.3 2.6 2.9 119.2

25 ～ 29 歳 401 355 756 3.7 3.1 3.4 113.0

30 ～ 34 歳 498 429 927 4.6 3.7 4.1 116.1

35 ～ 39 歳 543 491 1,034 5.0 4.2 4.6 110.6

40 ～ 44 歳 611 585 1,196 5.6 5.1 5.3 104.4

45 ～ 49 歳 644 682 1,326 5.9 5.9 5.9 94.4

50 ～ 54 歳 634 632 1,266 5.8 5.5 5.6 100.3

55 ～ 59 歳 749 769 1,518 6.8 6.6 6.7 97.4

60 ～ 64 歳 869 898 1,767 7.9 7.8 7.8 96.8

生産年齢人口 5,785 5,604 11,389 52.9 48.4 50.6 103.2

65 ～ 69 歳 1,077 1,006 2,083 9.8 8.7 9.3 107.1

70 ～ 74 歳 1,016 936 1,952 9.3 8.1 8.7 108.5

75 ～ 79 歳 645 756 1,401 5.9 6.5 6.2 85.3

80 ～ 84 歳 567 742 1,309 5.2 6.4 5.8 76.4

85 ～ 89 歳 442 824 1,266 4.0 7.1 5.6 53.6

90 ～ 94 歳 204 490 694 1.9 4.2 3.1 41.6

95 ～ 99 歳 27 148 175 0.2 1.3 0.8 18.2

100 歳 ～ 3 20 23 0.0 0.2 0.1 15.0

老 年 人 口 3,981 4,922 8,903 36.4 42.5 39.5 80.9

年 齢 不 詳 23 8 31 0.2 0.1 0.1 287.5

合　　計 10,937 11,579 22,516 100.0 100.0 100.0 94.5

４．年齢別人口

り、15歳から64歳の生産年齢人口は11,389人で50.6％、65歳以上の老年人口は8,903人で39.5

年　　齢
人　　口 構　成　比

総数総数

　令和2年国勢調査の年齢人口構成は、14歳までの年少人口が2,193人で総人口の9.7％とな

％となっている。これを10年前の平成22年の国勢調査と比較すると、年少人口は12.1％から

人口性比

老年人口は31.6％から39.5％へ7.9ポイント増加していて、高齢化が急速に進行していると言

える。

9.7％へ2.4ポイントの減少、生産年齢人口も56.3％から50.6％へ5.7ポイント減少した。逆に
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表４　年齢（５歳階級）人口の推移

人 人 人 人 人 人 人

0 ～ 4 歳 1,713 1,344 1,199 1,054 877 726 579

5 ～ 9 歳 1,970 1,713 1,411 1,250 1,084 877 734

10 ～ 14 歳 2,093 1,970 1,731 1,398 1,271 1,072 880

年 少 人 口 5,776 5,027 4,341 3,702 3,232 2,675 2,193

15 ～ 19 歳 1,873 1,784 1,664 1,521 1,222 1,085 937

20 ～ 24 歳 1,191 1,222 1,244 1,153 1,024 803 662

25 ～ 29 歳 1,517 1,289 1,304 1,300 1,215 1,016 756

30 ～ 34 歳 1,919 1,581 1,259 1,322 1,235 1,099 927

35 ～ 39 歳 2,303 1,907 1,602 1,282 1,358 1,207 1,034

40 ～ 44 歳 2,204 2,308 1,921 1,590 1,276 1,348 1,196

45 ～ 49 歳 1,711 2,184 2,284 1,875 1,560 1,263 1,326

50 ～ 54 歳 1,982 1,686 2,166 2,239 1,865 1,537 1,266

55 ～ 59 歳 2,597 1,926 1,693 2,128 2,239 1,816 1,518

60 ～ 64 歳 2,619 2,517 1,903 1,668 2,112 2,200 1,767

生産年齢人口 19,916 18,404 17,040 16,078 15,106 13,374 11,389

65 ～ 69 歳 1,900 2,500 2,424 1,807 1,615 2,022 2,083

70 ～ 74 歳 1,497 1,755 2,329 2,249 1,723 1,505 1,952

75 ～ 79 歳 1,256 1,273 1,577 2,032 2,061 1,551 1,401

80 ～ 84 歳 792 917 1,039 1,249 1,714 1,732 1,309

85 ～ 89 歳 366 464 568 706 886 1,212 1,266

90 ～ 94 歳 72 145 224 278 369 474 694

95 ～ 99 歳 13 20 43 81 88 119 175

100 歳 ～ 1 1 1 10 16 13 23

老 年 人 口 5,897 7,075 8,205 8,412 8,472 8,628 8,903

年 齢 不 詳 - - - - 1 7 31

合　　計 31,589 30,506 29,586 28,192 26,811 24,684 22,516

平成2年 平成7年 平成12年 平成22年平成17年年　齢 平成27年 令和2年

6,108 6,162 5,776 5,027 4,341 3,702 3,232 2,675 2,193 

21,740 20,910 
19,916 

18,404 
17,040 

16,078 
15,106 

13,374 
11,389 

4,476 5,132 
5,897 

7,075 
8,205 

8,412 
8,472 

8,628 

8,903 

0

5,000
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25,000
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人 図 ２ 年齢（３区分）別人口の推移 65歳以上

15-64歳

0-14歳
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５．外国人数

表５　国籍別外国人数

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

12 100.0 4 33.3 7 58.3 … … - - 1 8.3

35 100.0 14 40.0 8 22.9 6 17.1 1 2.9 6 17.1

81 100.0 40 49.4 20 24.7 12 14.8 1 1.2 8 9.9

165 100.0 86 52.1 49 29.7 17 10.3 2 1.2 11 6.7

202 100.0 86 42.6 69 34.2 30 14.8 5 2.5 12 5.9

187 100.0 70 37.4 73 39.0 30 16.0 3 1.6 11 5.9

180 100.0 62 34.4 68 37.8 33 18.3 4 2.2 13 7.2

180 100.0 55 30.6 46 25.6 31 17.2 -   -   48 26.7

その他は、無国籍及び国名「不詳」を含む。

昭和60年は、東南アジア・南アジアは表章していない。

６．一般世帯

　世帯人員別分布を見ると、２人世帯の2,129世帯（28.1％）が最も多く、次いで３人世帯の

1,541世帯（20.4％）、１人世帯の1,505世帯（19.9％）、４人世帯の1,200世帯（15.9％）と

続いている。これを前回調査と比べると、増加率が最も多かったのは1人世帯の19.1％となっ

ており、全体的にみて少数人員世帯の増加が目立つ。

　また、世帯を家族類型別に見ると、「親族世帯」が6,031世帯（79.7％）、「単独世帯」が

1,505世帯（19.9％）、「非親族世帯」が34世帯（0.45％）となっている。「親族世帯」のう

ち「核家族世帯」は3,802世帯（50.2％）、「その他の親族世帯」は2,229世帯（29.4％）で

あった。

　次に平成12年からの核家族世帯率、３世代同居率の推移をみてみると、核家族世帯率につい

ては、増加傾向にあり、令和2年は平成27年より1.9ポイント高い50.2％となった。３世代同

居率は、減少傾向にあり、令和2年には20.6％と平成27年から比べると、5.5ポイント低い割

少したため、一世帯あたり人員は平成27年の3.2人から0.3人減少し2.9人となった。

平成27年

韓国，朝鮮 中　国 フィリピン

合となっている。

　令和2年10月1日現在市内に在住する外国人は、180人（男29人・女151人）で、前回調査に

比べ増減がなく、市総人口に占める割合は0.8％となっている。

　国籍別にみると、韓国，朝鮮55人（30.6％）、次いで中国が46人（25.6％）、フィリピン

31人（17.2％）となっている。

　令和2年10月1日現在の一般世帯数は7,570世帯で、その世帯人員は22,111人、一世帯あたり

人員は2.9人である。

平成12年

平成17年

アメリカ

平成２年

令和２年

昭和60年

平成22年

その他総　数

平成７年

　平成27年から令和2年の5年間に、一般世帯数は135世帯減少し、一般世帯人員も2,180人減
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表６　世帯人員別世帯数の推移

世帯 世帯 世帯 世帯 ％ ％

表７　家族類型別一般世帯数推移

世帯 世帯 世帯 世帯 世帯

総世帯数

親族世帯

　　核家族世帯

    　　夫婦のみ

   　　 夫婦と子供

  　　  男親と子供

   　　 女親と子供

　　その他の親族世帯

非親族世帯

単独世帯

（再掲）３世代世帯

％ ％ ％ ％

核家族世帯率

３世代同居率

3,332 3,725

63

1,309

平成17年 平成22年

1,111

1,935

対27年
増加率

平成27年

28.1

令和2年

1,779

1,507

令和2年
構成比

５人世帯

659

19.1

4.2２人世帯

３人世帯

４人世帯

人　　員

897

1,277

1,484

６人世帯

1,200

581783

20.4

15.9 △ 2.4

△ 25.87.7

5.0

８人世帯

７人世帯

1,272

1,4981,435

0.2

100

家　族　類　型

９人世帯 27

平成27年

合　　計

70 0.7

0.1310人以上世帯

94

3,511

16

7

6,721

平成17年 平成22年

3,151

25

6,420

829

336

1,230

△ 1.2

1,326

31.4

48.3

110

1,473

454

2,695

1,481

44.7

1,407

2,0112,468

102

504

1,616

518

3,564

2,848

381

79

１人世帯 1,505

2,129

1,541

1,264

2,044

982

427

1,560

871

27

一　般　世　帯　数

令和2年

△ 21.9379485

51

163237

5 5

19.9

40.9 36.5

42.7

750 897

3,210

6

1,111

3,847

6

40.6

28

3,171

％

2.2

3,802

△ 31.2

△ 40.7

△ 27.1

20.6

1,517

1,617

124

544

50.2

1,505

1,562

2,229

34

6,031

26.1

21

1,264

6,8966,998

7,860 7,705 7,570

△ 1.8

0.0

7,799 7,860 7,705 7,570 100.0

平成12年

7,7997,754
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７．地域別世帯数及び人口

表８　地域別世帯数と人口の推移

平成22年

世 帯 数 3,412 1,014 419 581 560 913 477 489 7,865

人口総数 10,339 3,804 1,553 2,178 2,044 3,440 1,590 1,863 26,811

男 4,884 1,856 737 1,038 1,002 1,651 792 886 12,846

女 5,455 1,948 816 1,140 1,042 1,789 798 977 13,965

平成27年

世 帯 数 3,471 975 402 560 539 874 436 456 7,713

人口総数 10,202 3,370 1,337 1,928 1,837 3,041 1,372 1,597 24,684

男 4,822 1,649 641 924 873 1,496 682 758 11,845

女 5,380 1,721 696 1,004 964 1,545 690 839 12,839

令和2年

世 帯 数 3,479 962 383 544 512 849 413 437 7,579

人口総数 9,646 3,057 1,199 1,735 1,668 2,662 1,199 1,350 22,516

男 4,646 1,504 583 842 797 1,327 607 631 10,937

女 5,000 1,553 616 893 871 1,335 592 719 11,579

対27年増減

世帯実数 8 △ 13 △ 19 △ 16 △ 27 △ 25 △ 23 △ 19 △ 134

率 0.2 △ 1.3 △ 4.7 △ 2.9 △ 5.0 △ 2.9 △ 5.3 △ 4.2 △ 1.7

人口実数 △ 556 △ 313 △ 138 △ 193 △ 169 △ 379 △ 173 △ 247 △ 2,168

率 △ 5.4 △ 9.3 △ 10.3 △ 10.0 △ 9.2 △ 12.5 △ 12.6 △ 15.5 △ 8.8

　世帯数の増減を地域別にみると、楯岡で8世帯増加しているものの、その他の地域はすべて

3.1

楯 岡 西 郷 大 倉 大久保 冨 本 戸 沢

2.8 3.2

っている。これを前回調査と比較してみると、全域で0.1人から0.4人減少しており、どの地域

でも世帯規模は縮小傾向が続いている。

令和2年の
一世帯あたり

人口

減少している。

　地域別の人口では、すべての地域で減少しており、大高根で△15.5％（247人減）、袖崎で

△12.6％（173人減）、戸沢で△12.5％（379人減）で、もっとも減少率の少なかった楯岡でも

△5.4％（556人減）であった。

　一世帯あたりの人口は、楯岡が2.8人と一番少なく、それ以外では2.9人から3.3人までとな

3.1 3.2 3.3 2.9 3.1 3.0

袖 崎 大高根 合 計
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８．労働力人口

表９　労働力状態の推移

人 人 人 人

総　　　数 (a) 24,490 23,578 22,002 20,292

労働力人口 (b) 15,066 13,986 13,067 12,152

　就　業　者    14,495 13,144 12,545 11,715

　完全失業者 (c) 571 842 522 437

非労働力人口 (d) 9,378 9,555 8,923 7,940

総　　　数 (a) 11,557 11,196 10,479 9,766

労働力人口 (b) 8,567 7,967 7,360 6,774

　就　業　者    8,184 7,402 7,001 6,477

　完全失業者 (c) 383 565 359 297

非労働力人口 (d) 2,963 3,213 3,115 2,900

総　　　数 (a) 12,933 12,382 11,523 10,526

労働力人口 (b) 6,499 6,019 5,707 5,378

　就　業　者    6,311 5,742 5,544 5,238

　完全失業者 (c) 188 277 163 140

非労働力人口 (d) 6,415 6,342 5,808 5,040

％ ％ ％ ％

61.6 59.4 59.4 60.5

74.3 71.3 70.3 70.0

50.3 48.7 49.6 51.6

％ ％ ％ ％

3.8 6.0 4.0 3.6

4.5 7.1 4.9 4.4

2.9 4.6 2.9 2.6

総数に15歳以上人口、労働力状態「不詳」を含む。

労働力率算出については、労働力状態「不詳」を除く。

　※労働力率の算出には、これまでは労働力不祥を含む15歳以上の人口を用いていたが、平成17年から

　　は労働力状態が明らかなものの人口から「労働力率」を算出している。なお、以前の国勢調査結果

　　による労働力率について、平成17年からの算出方法で遡及して算出した。

項　　目

女

失 業 率　　　(c/b)

総　　　数

男

男

女

女

　15歳以上の人口は20,292人で、総人口の90.1％を占めている。このうち就業者は11,715人、

完全失業者は437人で、この両者を合わせた労働力人口は12,152人となる。また、労働力率は

60.5％、失業率は3.6％となっている。男女別にみると、労働力率では男70.0％、女51.6％で、

失業率では男4.4％、女2.6％となっている。

　これを前回調査と比較すると、労働力率は59.4％から60.5.％へ1.1ポイント増加し、失業

平成27年

率は4.0％から3.6％へ0.4ポイント減少している。

総　　　数

平成17年 平成22年 令和2年

労働力率　(b/(b+d))

総

数

男
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９．産業別就業人口

と、第一次産業が210人（11.6％減）、第二次産業が431人（9.3％減）、第三次産業が311人

（5.1％減）それぞれ減少している。

　産業３区分別就業者数の割合の推移をみると、平成17年には第一次産業が17.3％、第二次産

業が38.4％、第三次産業が44.2％であったが、その後第一次産業は年々減少を続け、平成22年

　令和2年の15歳以上就業者を産業大分類別にみると、「製造業」が3,120人で最も多く、構

成比は26.6％となっている。次いで「農業」が1,587人（構成比13.5％）、「卸売・小売業」

が1,341人（同11.4％）、「医療、福祉」が1,317人（同11.2％）と続いている。

　産業３区分では、第一次産業が1,595人で、15歳以上就業者総数の13.6％、第二次産業が

4,222人で36.0％、第三次産業が5,747人で49.1％となっている。平成27年と比較してみる

には15.2％、平成27年には14.4％、令和2年には13.6％にまで減少した。一方、第三次産業は

増加傾向にある。

13.6

14.4

15.2

17.3

36.0

37.1

36.6

38.4

49.1

48.3

47.8

44.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令2

平27

平22

平17

図 3 産 業 別 就 業 者 数 の 推 移

第一次産業 第二次産業 第三次産業 分類不能
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表１０　産業別就業人口

構成比 構成比 構成比 構成比

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

総 数 14,495 100.0 13,144 100.0 12,545 100.0 11,715 100.0 △ 830 △ 6.6

第 一 次 産 業 2,505 17.3 1,995 15.2 1,805 14.4 1,595 13.6 △ 210 △ 11.6

農 業 2,489 17.2 1,978 15.0 1,786 14.2 1,587 13.5 △ 199 △ 11.1

林 業 16 0.1 17 0.1 19 0.2 8 0.1 △ 11 △ 57.9

漁 業 - - - - - - - - - -

第 二 次 産 業 5,568 38.4 4,814 36.6 4,653 37.1 4,222 36.0 △ 431 △ 9.3

鉱 業 7 0.0 3 0.0 1 0.0 5 0.0 4 400.0

建 設 業 1,524 10.5 1,226 9.3 1,192 9.5 1,097 9.4 △ 95 △ 8.0

製 造 業 4,037 27.9 3,585 27.3 3,460 27.6 3,120 26.6 △ 340 △ 9.8

第 三 次 産 業 6,408 44.2 6,286 47.8 6,058 48.3 5,747 49.1 △ 311 △ 5.1

電 気 ・ ガ ス ・
熱 供 給 ･ 水 道 業

19 0.1 21 0.2 36 0.3 33 0.3 △ 3 △ 8.3

情 報 通 信 業 90 0.6 56 0.4 51 0.4 54 0.5 3 5.9

運 輸 業 380 2.6 418 3.2 348 2.8 326 2.8 △ 22 △ 6.3

卸 売 ・ 小 売 業 1,779 12.3 1,657 12.6 1,424 11.4 1,341 11.4 △ 83 △ 5.8

金 融 ・ 保 険 業 192 1.3 190 1.4 168 1.3 145 1.2 △ 23 △ 13.7

不 動 産 業 34 0.2 60 0.5 75 0.6 66 0.6 △ 9 △ 12.0

飲食店,宿泊業 484 3.3 522 4.0 487 3.9 442 3.8 △ 45 △ 9.2

医 療 , 福 祉 911 6.3 1,105 8.4 1,238 9.9 1,317 11.2 79 6.4

教育,学習支援業 529 3.6 504 3.8 479 3.8 470 4.0 △ 9 △ 1.9

複合サービス業 269 1.9 162 1.2 180 1.4 157 1.3 △ 23 △ 12.8

サ ー ビ ス 業 1,151 7.9 1,009 7.7 1,033 8.2 902 7.7 △ 131 △ 12.7

公 務 570 3.9 582 4.4 539 4.3 494 4.2 △ 45 △ 8.3

分 類 不 能 14 0.1 49 0.4 29 0.2 151 1.3 122 420.7

実数 率
就業者数就業者数項　目 就業者数 就業者数

平成27年平成22年平成17年 令和2年 対27年増減
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１０．従業地・通学地人口

表１１　夜間・昼間、流出・流入人口

流入 流出 流入 流出

人 人 人 人 人 人 人

　平成12年　 29,586 27,579 2,007 3,770 5,595 755 937

(3) (5) 

　平成17年　 28,192 26,625 1,567 4,307 5,688 645 831

(7) (11) 

　平成22年　 26,811 25,097 1,714 4,075 5,787 636 814

(36) (40) 

　平成27年　 24,684 23,618 1,066 4,225 5,498 866 670

(50) (8) 

　令和2年　 22,516 20,992 1,524 4,038 5,274 330 618

(28) (18) 

（　）内は15歳未満通学者で再掲。

　令和2年の本市の昼間人口は20,992人で、夜間人口22,516人に対する割合は93.2％である。

平成27年と比較すると、昼間人口は2,626人、11.1％減少している。通勤・通学者（15歳未満

通勤者数 通学者数
夜間人口 昼間人口 流出超過

の通学者を含む）による流入人口が4,368人であるのに対し、同流出人口は5,892人で、流出超

過は1,524人となっている。

　村山市から流出する15歳以上人口について、市町村別にみると、東根市が2,332人（39.7％）

と最も多く、山形市が1,039人（17.7％）、天童市が781人（13.3％）と続いている。これを通

勤者・通学者別にみると、通勤者では東根市が2,272人（43.1％）で最も多く、次いで天童市

が715人（13.6％）、山形市が691人（13.1％）、河北町が428人（8.1％）と続いている。

　過去20年間の流出超過の推移をみると、平成22年には増加に転じたものの減少傾向にあった

人減に対し、通学者数は流入人口は536人減、流出人口は52人減となっている。通勤者・通学

者の流出が減少したものの、流入が減少したため、流出人口が増加する結果となっている。

が、高等学校数減少に伴い通学者の流入が減少したことにより、令和2年には増加している。

  通勤者・通学者別に平成27年と比較してみると、通勤者数は流入人口187人減、流出人口224

（9.5％）と続いている。通学者でも東根市が最も多く144人（47.7％）、天童市が60人

（19.9％）、尾花沢市が49人（16.2％）となっている。

一方、通学者では山形市が348人（58.0％）と半数以上を占め、次いで天童市が66人（11.0％）、

東根市が60人（10.0％）、仙台市が38人（6.3％）と続いている。

　村山市へ流入する人口についても同様にみてみると、通勤者では東根市が1,528人（37.8％）

で最も多く、次いで尾花沢市が582人（14.4％）、天童市が425人（10.5％）、大石田町384人
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１１．従業上の地位別人口

表１２　従業上の地位別人口

人 人 人 人 人 人

平成12年 15,655 10,270 614 410 2,422 1,938

平成17年 14,495 9,637 565 445 2,108 1,740

平成22年 13,144 9,140 609 341 1,687 1,323

平成27年 12,545 8,939 525 305 1,619 1,120

令和2年 11,715 8,396 562 286 1,372 978

「総数」には従業上の地位「不詳」を含む。

「雇人のない業主」には「家庭内職者」を含む。

家族従業者総　数 雇用者 役　員
雇人のある

業　主
雇人のない

業　主

の産業構造の実態がよみとれる。

図4　　従業地・通学地別、流入・流出人口

　地位別による就業者は、雇用者が8,396人で71.7％を占め、役員が562人（4.8％）、雇人の

ある業主が286人（2.4％）、雇人のない業主が1,372人（11.7％）、家族従業者が978人

（8.3％）となっている。

　過去の推移をみると、雇用者の割合は年々増加しているが、家族従業者は、減少しているこ

とが分かる。これらのことから、第一次産業から第二次産業や第三次産業へ移行している本市

04008001,2001,600

常住地 流入人口 (人）

0 400 800 1,200 1,600 2,000 2,400

通勤・通学先 流出人口

通勤者

通学者

山形市

新庄市

寒河江市

天童市

東根市

尾花沢市

河北町

大石田町

その他

(人）
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１２．住宅の所有関係

表１３　住居種類別世帯数

公営借家 民営借家

平成12年 7,754 7,005 194 372 150 16 17

構成比(%) 100.0 90.3 2.5 4.8 1.9 0.2 0.2

平成17年 7,799 6,992 200 517 63 14 13

構成比(%) 100.0 89.7 2.6 6.6 0.8 0.2 0.2

平成22年 7,860 7,028 134 522 122 26 28

構成比(%) 100.0 89.4 1.7 6.6 1.6 0.3 0.4

平成27年 7,705 6,853 193 540 80 19 20

構成比(%) 100.0 88.9 2.5 7.0 1.0 0.2 0.3

令和2年 7,570 6,713 173 537 91 17 39

構成比(%) 100.0 88.7 2.3 7.1 1.2 0.2 0.5

　住宅の所有関係をみると、持ち家に住む世帯が6,713世帯で88.7％と大半を占めている。

次いで民営借家が537世帯で7.1％、公営借家が173世帯で2.3％などとなっている。

　平成27年と比較すると、給与住宅（11世帯増）と寮・寄宿舎・その他（19世帯増）は増加

しているが、それ以外では減少しており、総数でも135世帯減少している。なかでも持ち家は

ト、給与住宅で0.2ポイント、寮・寄宿舎・その他で0.2ポイント上昇しているが、持ち家で

140世帯の減少となっている。また、構成比で平成27年と比較すると、民営借家で0.1ポイン

0.2ポイント、公営借家で0.2ポイント低下している。

寮・寄宿舎
その他

住宅に
間借り

給与住宅
借  家

総  数 持ち家

33



県　内
他市町村

42人（同0.2%）となっている。

表１４　　５年前の常住地別人口

常住者数

１３．人口の移動状況

　令和2年の本市の人口22,516人のうち、5年前も「現住所」に住んでいた人は20,189人（本市
の人口の89.7%）、5年前は「現在地以外」に住んでいた人（移動人口）は2,169人（同9.6%）と
なっている。
　移動人口について、5年前の住所地別にみると、「村山市内」が983人（本市の人口の4.4%）
「県内の他の市町村」が827人（同3.7%）、「他の都道府県」が317人（同1.4%）、「国外」が

現住所

827

区　分

317 42 158

割合（%） 100.0 89.7 9.6 8.0

総数（人） 22,516 20,189 2,169 1,810 983

総　数

　　　現住所以外
移動状況
「不詳」

など総　数
山形県内

他　県 国　外
村山市内

4.4 3.7 1.4 0.2 0.7

男（人） 10,937 9,866 982 785 400 385 175 22 89

0.8

女（人） 11,579 10,323 1,187 1,025 583 442 142 20 69

割合（%） 100.0 90.2 9.0 7.2 3.7 3.5 1.6 0.2

図5　県内市町村別転出者村山市から
の転出

村山市へ
の転入

区　分

5.0 3.8 1.2 0.2 0.6

　他市町村や他都道府県との移動状況をみると、転出者が2,188人、転入者が1,144人で差引1,044人

割合（%） 100.0 89.2 10.3 8.9

の転出超過となっている。
  県内では、隣接する東根市や尾花沢市、河北町のほか、山形市、天童市との移動が多い。他都
道府県では、隣県である宮城県や、東京都、神奈川県などの首都圏との移動が多くなっている。

表１５　 他市町村・他都道府県との移動状況

総数 2,188 1,144 △ 1,044

差引転入
超過数

県内他市町村 1,530 827 △ 703

天童市 220 71 △ 149
河北町 80 31 △ 49

東根市 656 198 △ 458
山形市 207 150 △ 57

酒田市 19 8 △ 11
米沢市 43 16 △ 27

尾花沢市 55 145 90
寒河江市 57 30 △ 27

大石田町 17 54 37
その他県内 110 70 △ 40

新庄市 27 30 3
鶴岡市 39 24 △ 15

図6　県内市町村別転入者
他県 658 317 △ 341
宮城県 199 80 △ 119

埼玉県 37 24 △ 13
福島県 33 20 △ 13

東京都 106 73 △ 33
神奈川県 61 37 △ 24

北海道 22 8 △ 14
秋田県 12 7 △ 5

千葉県 33 17 △ 16
新潟県 24 5 △ 19

その他他県 103 42 △ 61

栃木県 14 2 △ 12
茨城県 14 2 △ 12

東根市
43%

山形市
13%

天童市
14%

河北町
5%

尾花沢市
4%

寒河江市
4%

酒田市
1%

米沢市
3%

新庄市
2%

鶴岡市
3%

大石田町
1%

その他県内
7%

東根市
24%

山形市
18%

天童市
9%

河北町
4%

尾花沢市
17%

寒河江市
4%

酒田市
1%

米沢

市
2%

新庄市
4%

鶴岡

市
3%

大石田

町
6%

その他県内
8%
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村山市の人口の推移
昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年
1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

人　 口　 総　 数 (人) 32,204 31,589 30,506 29,586 28,192 26,811 24,684 22,516
男 15,657 15,284 14,753 14,252 13,471 12,846 11,845 10,937
女 16,547 16,305 15,753 15,334 14,721 13,965 12,839 11,579

対 前 回 増 減 数 (人) △ 120 △ 615 △ 1,083 △ 920 △ 1,394 △ 1,381 △ 2,127 △ 2,168
男 △ 89 △ 373 △ 531 △ 501 △ 781 △ 625 △ 1,001 △ 908
女 △ 31 △ 242 △ 552 △ 419 △ 613 △ 756 △ 1,126 △ 1,260

対 前 回 増 減 率 (％) △ 0.4 △ 1.9 △ 3.4 △ 3.0 △ 4.7 △ 4.9 △ 7.9 △ 8.8
男 △ 0.6 △ 2.4 △ 3.5 △ 3.4 △ 5.5 △ 4.6 △ 7.8 △ 7.7
女 △ 0.2 △ 1.5 △ 3.4 △ 2.7 △ 4.0 △ 5.1 △ 8.1 △ 9.8

100.0 98.1 94.7 91.9 87.5 83.3 76.6 69.9
全県人口に対する割合 (％) 2.6 2.5 2.4 2.4 2.3 2.3 2.2 2.1
年 齢 別 人 口 総 数 (人) 32,204 31,589 30,506 29,586 28,192 26,811 24,684 22,516

 0 ～ 14 歳 6,162 5,776 5,027 4,341 3,702 3,232 2,675 2,193
15 ～ 64 歳 20,910 19,916 18,404 17,040 16,078 15,106 13,374 11,389
65 歳 以 上 5,132 5,897 7,075 8,205 8,412 8,473 8,635 8,934

年齢別人口総数・男 (人) 15,657 15,284 14,753 14,252 13,471 12,846 11,845 10,937
 0 ～ 14 歳 3,165 2,995 2,629 2,266 1,914 1,650 1,361 1,148
15 ～ 64 歳 10,373 9,866 9,204 8,603 8,115 7,679 6,753 5,785
65 歳 以 上 2,119 2,423 2,920 3,383 3,442 3,517 3,731 4,004

年齢別人口総数・女 (人) 16,547 16,305 15,753 15,334 14,721 13,965 12,839 11,579
 0 ～ 14 歳 2,997 2,781 2,398 2,075 1,788 1,582 1,314 1,045
15 ～ 64 歳 10,537 10,050 9,200 8,437 7,963 7,427 6,621 5,604
65 歳 以 上 3,013 3,474 4,155 4,822 4,970 4,956 4,904 4,930

94.6 93.7 93.7 92.9 91.5 92.0 92.3 94.5
年 齢 別 割 合 総 数 (％) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

 0 ～ 14 歳 19.1 18.3 16.5 14.7 13.1 12.1 10.8 9.7
15 ～ 64 歳 64.9 63.0 60.3 57.6 57.0 56.3 54.2 50.6
65 歳 以 上 15.9 18.7 23.2 27.7 29.8 31.6 35.0 39.7

年 齢 別 割 合 ・ 男 (％) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
0 ～ 14 歳 20.2 19.6 17.8 15.9 14.2 12.8 11.5 10.5
15 ～ 64 歳 66.3 64.6 62.4 60.4 60.2 59.8 57.0 52.9
65 歳 以 上 13.5 15.9 19.8 23.7 25.6 27.4 31.5 36.6

年 齢 別 割 合 ・ 女 (％) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
 0 ～ 14 歳 18.1 17.1 15.2 13.5 12.1 11.3 10.2 9.0
15 ～ 64 歳 63.7 61.6 58.4 55.0 54.1 53.2 51.6 48.4
65 歳 以 上 18.2 21.3 26.4 31.4 33.8 35.5 38.2 42.6

項　　　目

人口指数（昭和60年＝100）

性比（女100人に対する男の割合）


